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市 長 定 例 記 者 会 見 
令和２年１０月１日（木） 午前１０時 

１．お母さんと赤ちゃんへのきめ細やかなサポートを進めます 

２．鹿児島市民表彰の授与 

３．加治屋まちの杜公園オープン！ 

４．「ぼうさいこくたい２０２０」で火山防災トップシティの 

取り組みを情報発信 

５．鹿児島市ＬＩＮＥ公式アカウントをスタートします 

６．おすすめイベント情報～まちの彩りを感じる秋 
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報道提供資料 

「若き薩摩の群像」除幕式(令和２年９月３０日) 
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産科医療機関での支援を離れた産後２か月前後の母親を継続的にサポートするため、「産婦支援小児科連携

事業」を開始し、本市独自の切れ目のない支援を推進する。 

 

■産婦支援小児科連携事業 

対 象 者  １０月１日以降に出産した産婦 

       （本年度見込：１，７００人） 

 

支援内容  小児科医等が母親の心の状態や育児状況について問診・ 

相談を行うとともに、結果を市に報告し、必要に応じた 

支援につなげる。 

 

時  期  産後２か月頃（１回） 

 

実施方法  小児科等医療機関への委託 

 

 

 

本市独自のシステムで妊娠・子育てを支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．お母さんと赤ちゃんへのきめ細やかなサポートを進めます 

■ 問い合わせ 

母子保健課課 

０９９－２１６－１４８５ 

保健予防課 

０９９－８０３－７０２３ 

 

 

ロタウイルスワクチンが１０月１日から定期接種（無料）になります 

 

対 象 者 本市に住民登録がある、令和２年８月１日以降に生まれた者 

（本年度見込：約３，５００人） 

接種場所 委託医療機関（約７０か所） 

接種方法 本市から対象者に個別送付する予診票を委託医療機関に持参して接種を実施 

      ※市への手続きは不要 

妊 娠          出 産        産後２か月      ３か月以降 

●産婦に対する小

児科等での相談

支援 

(産婦支援小児科

連携事業) 
 

●乳幼児予防接種

開始 など 

●乳幼児健康診査 

 (３か月児・７か月児・

１歳児・１歳６か月児・

３歳児) 

●育児教室 

●育児相談 など 

●産婦健康診査 

●乳児家庭全戸訪問 

●産前・産後のメンタルサポ

ート 

●産後ケア(助産院での 

心身ケア・育児支援) 

など 

●母子健康手帳の交付 

●妊婦健康診査 

●不妊・不育症治療の経済

的負担の軽減 

●風しん予防接種 

費用の一部助成 

など 

●産婦に対する小

児科等での相談

支援 

(産婦支援小児科

連携事業) 

 

●「子育て世代包括支援センター」での各種相談支援(訪問・電話・面接等を行い継続した支援につなぐ) 

子育てをするなら鹿児島市 ～「妊娠期」から「子育て期」まで切れ目のない支援 
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今年度の鹿児島市民表彰の受賞者に、宮廻 甫允 氏と安田 雄一 氏を決定した。 

 

 

 

 

 

１ 受賞者及び表彰理由 ※年齢は令和２年１０月１日現在 

宮廻
みやさこ

 甫
とし

允
みつ

 氏（７３歳） 

・市政の最上位計画である鹿児島市総合計画の策定に２度にわたり携

わり、第四次総合計画時は総合計画審議会副会長、第五次総合計画時

は会長として、将来における本市のあるべき姿と進むべき方向につい

ての基本的な指針に対する提言を取りまとめるなど、本市のまちづく

りに大きく貢献された。 

・このほか、平成２０年４月に鹿児島市都市計画審議会委員、同年６月

に会長に就任されて以降、令和２年４月に退任されるまで１２年間に

わたり、多岐にわたる事案審査を行い、良好な住環境の形成や中心市

街地におけるにぎわいの創出など都市計画行政の発展に貢献された。 

 

安田
や す だ

 雄一
ゆういち

 氏（７２歳） 

・平成１１年１０月に選挙管理委員会委員、平成１５年１０月に委員長

に就任されて以降、令和元年１０月に退任されるまで２０年間にわた

り、法律の専門家である弁護士の立場から、複雑な公職選挙法の解釈

や適用について適切に判断し、民主主義の根幹である選挙の公正かつ

適正な管理執行に大きく貢献された。 

・このほか、委員長在任中においては、投票率の向上に積極的に取組み、

期日前投票所を民間施設や九州で初めて大学へ設置するなど投票環

境の向上を図るとともに、大学生・高校生を選挙コンシェルジュ鹿児

島に任命するなど選挙の啓発活動に貢献された。 

 

 

２ 表彰式 

日 時  １１月２日（月）１４時００分～１４時４０分 

場 所  鹿児島市役所東別館９階 特別会議室 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■鹿児島市民表彰の概要 

永年にわたり市勢の発展に尽力し、または市政に協力してこられ、その功績が特に顕著な市民などを 

たたえる表彰制度として、鹿児島市制１２５周年・新生鹿児島市１０周年を機に平成２６年度に創設。 

 

【参考】これまでの受賞者 

・平成２６年度 豊永 義夫 氏、吉田 ミツ江 氏 

・平成２７年度 西郷 幸夫 氏、永田 明子 氏 

・平成２８年度 松田 政信 氏、肥後 辰彦 氏 

・平成２９年度 海江田 順三郎 氏、米山 昭規 氏 

・平成３０年度 福永 初 氏、森山 清隆 氏 

・令和元年度  赤崎 昭夫 氏、尾前 民子 氏 

 

■ 問い合わせ 

総務部総務課 

０９９－２１６－１１２５ 

 

２．鹿児島市民表彰の授与 
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中心市街地の回遊性向上に資する新たな潤いの拠点として、市立病院跡地に整備を行ってきた「加治屋ま

ちの杜公園」が完成し、１０月２３日に供用を開始する。 

 

１ 公園の概要 

所 在 地  加治屋町２０番１（市立病院跡地） 

面  積  約１．３７ｈａ 

施設内容  芝生広場、コンビネーション遊具、多目的トイレ、休憩所 など 

※民間活用エリアには、㈱グッドフェローズダイニングが、レストランカフェ「ブラック

スミス」と駐車場を整備 ※本市初の Park-PFI制度活用事業 

  

 

 

 

 

 

平 面 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 完成記念式典 

  日 時  １０月２３日（金）１０時３０分～ 

 ※式典終了後、供用開始 

出席者  市長、市議会議員、地元関係者、 

工事関係者 など 

 

 

 

 

 

 

 

３．加治屋まちの杜公園オープン！ 

■ 問い合わせ 

公園緑化課 

０９９－２１６－１３６７ 

 

すくすく広場、みんなの原っぱ 

か
ご
し
ま
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

至 鹿児島中央駅 

至 天文館 

電車通り 

 式典会場 

「 Park-PFI（公募設置管理制度）」とは 

 公募対象公園施設（飲食店、売店等）の設置とともに、当該施設から生ずる収益を

活用して、特定公園施設（周辺の園路、広場等）の整備・改修等を一体的に行う者を

公募により選定する制度 

民間活用エリア 
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１０月３日にオンラインで開催される「ぼうさいこくたい２０２０（防災推進国民大会）」において、   

火山防災トップシティ構想に基づく取り組みを動画等で紹介し、全国の火山防災対策の向上や本市のシティ 

プロモーションを図る。 

 

動画公開日  １０月３日 

※ぼうさいこくたい 2020特設サイトや、 

市ホームページなどで公開予定 

 

 動画の内容  火山防災トップシティ構想の３つの柱 

に基づく取り組みの施策概要を紹介

（約１０分間） 

①「大規模噴火でも『犠牲者ゼロ』を 

 目指す防災対策」 

②「次世代に『つなぐ』火山防災教育」 

③「『鹿児島モデル』による世界貢献」 

 

※動画と合わせて、火山防災トップシティの取り組みを紹介するパンフレットも公開予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「ぼうさいこくたい２０２０」で火山防災トップシティの取り組みを情報発信 

■ 問い合わせ 

危機管理課 

０９９－２１６－１２１３ 

 

【 取組の柱１ 】 
大規模噴火でも 

「犠牲者ゼロ」を目指す 

防災対策 

桜島火山爆発総合防災訓練 

（イメージ） 

「ぼうさいこくたい」とは 

内閣府が防災推進協議会、防災推進国民会議と連携し、「自助・共助」、「多様な主体の連携」、「地域

における防災力の向上」を促進することにより、国民の防災意識の向上、災害に関する知識や経験等の

共有を図るもので、２０１６年から毎年開催地を変えて開催されているイベント（今回で５回目） 

 

 ■主な内容 

①セッション  

東京と広島を中継で結んだライブセッションを 

はじめ、20 以上の動画コンテンツを配信。 

 

②ワークショップ  

パソコン・スマホからインターネットを通して 

ワークショップに参加。 

 

③プレゼン  

オンラインツールを活用した面談の実施。 

    面談用 URLをクリックして簡単に参加可能 
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１０月１日、より親しみやすい市政情報の発信のため、幅広い世代が利用するコミュニケーションアプリ

「ＬＩＮＥ」を活用し、市民一人ひとりのニーズに合わせた情報提供を行う「鹿児島市ＬＩＮＥ公式アカウン

ト」を開設する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 旬の情報の中から一人ひとりのニーズに応える配信 

世代や居住地域、欲しい情報などを登録すると、広報紙「かごしま市民のひろば」などから一人ひとりに  

合わせた情報を配信する。（防災など緊急情報は全員に配信。現行の「危機管理局」のアカウントは今年度

末までに統合） 

 

 受信設定で選べる情報（９種類）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．鹿児島市ＬＩＮＥ公式アカウントをスタートします 

【ロゴマークが決まりました】 ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。 

 配信例Ⅰ 食育クッキング 

地元の食材を使った 

簡単レシピなどを配信 

 配信例Ⅱ 子育て（子ども向け講座など） 

子育て支援施設のイベント

や休日・夜間の救急診療 

など子育て応援情報を配信 

 

 

①今月の特集 

②食育クッキング  

③週末イベント情報 

④みんなでまちづくり・各種相談 

⑤暮らし（住まい・環境など） 

⑥健康・福祉（長寿支援など） 

⑦子育て（子ども向け講座など） 

⑧イベント・講座（スポーツ・文化など） 

⑨施設の情報（かごしま水族館など） 

■ 問い合わせ 

広報課 

０９９－２１６－１１３３ 

 

欲しい情報を あなたの そばに届けます 
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配信項目  全１１６８種類（ごみの種別） 

   ※ごみ出しの日も自動案内されます。 

 

 

 

３ 利用者同士で情報が広がる 

 市政情報や告知に関するタイムライン投稿などを活用し、利用者同士での情報共有・発信（拡散）に   

つなげる。 

  タイムライン投稿情報 イベント告知、おすすめ情報、施設等のキャンペーンやお得なクーポン など 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 “いまどき鹿児島弁”を付けたスタンプ８種類を無料配布 

   

  配布期間  １０月１日から先着５万人の方へ配布。(最長 12月 23日まで) 

        ※「鹿児島市ＬＩＮＥ公式アカウント」を友だち追加すると 

         スタンプがもらえます 

 

【 防災分野の情報メニュー 】 【 子育て分野の情報メニュー 】 

         各分野の情報への選択画面 

「かごしまｉマップ」から 

防災マップ画面へ 
「夢すくすくネット」 

ホームページへ 

【 ごみ分別の自動案内 】 

登録促進に向けた取り組み 

２ 生活に役立つ便利な機能 

■いつでもワンタッチで情報にアクセス 

防災、子育て、観光、ごみ、新型コロナなどの各分野の情報へ、いつでもワンタッチでアクセスが可能

となる。 

トーク画面に、ごみや資源物の品名を入力すると、分別方法や 

出し方を自動で回答する。 

 


